


















６.「Casal Grande Ceramic Cloud」
「さまざまな構造的アプローチによる作品群」　55
プロジェクト概要
 プロジェクト名：「Shanghi Gallery Project」
 設 計 事 務 所：隈研吾建築都市設計事務所
 建 　 設 　 地：中国／上海
 建 築 用 途：パビリオン








































風速 : 3.66 m/s













 設 計 事 務 所：隈研吾建築都市設計事務所
 建 　 設 　 地：イタリア／ミラノ・日本／東京
 建 築 用 途：パビリオン



























 設 計 事 務 所：隈研吾建築都市設計事務所
 建 　 設 　 地：東京
 建 築 用 途：パビリオン









































 設 計 事 務 所：隈研吾建築都市設計事務所
 建 　 設 　 地：富山
 建 築 用 途：パビリオン・家具・什器








































 設 計 事 務 所：隈研吾建築都市設計事務所
 建 　 設 　 地：イタリア／ミラノ
 建 築 用 途：パビリオン









































６．「Casal Grande Ceramic Cloud」
プロジェクト概要
 プロジェクト名：「Casal Grande Ceramic Cloud」
 設 計 事 務 所：隈研吾建築都市設計事務所
 建 　 設 　 地：イタリア / カザルグランデ
 建 築 用 途：モニュメント






　長手方向約 47.6m、短手方向約 2.3m の長方形の平面形状、高さ約 4.8m の規模のモニュメントであり、一枚約 0.6m×0.9 m のセラミッ
クタイルを角度を変えながら９層に積層させて構成している。　タイル間の接合部にはステンレスのボルト及びプレートが使われている
　短手方向は、タイル端部に鉛直方向に通しで配置されているステンレスボルトが鉛直方向及び水平方向の外力に対して主に抵抗する架
構であり、セラミックタイルの面内剛性により、ボルトに対する座屈補剛及び全体架構の水平剛性の向上に寄与してる。
　長手方向はタイルが千鳥配置となるため、タイルの面内剛性によりさらに剛性、耐力とも高い架構となっている。
図　平面概念図
図　断面概念図図　接合部概念図
「さまざまな構造的アプローチによる作品群」　77
図　材料強度試験
　意匠性、施工性を踏まえたディテール検討によりディテール方針が決まった後に、モックアップによる各材料耐力、接合部耐力の確認
を行っている。
実験による材料特性の確認
　セラミックタイルの材料特性を把握するために、サンプル試料による材料試験を行った。試験体製作に際してタイルの切断、削孔など
の加工性の検討も併せ行い、接合ディテール検討の際に参考としている。
図　モックアップによる強度試験
78　「さまざまな構造的アプローチによる作品群」
ＦＥＭ解析による検証
材料試験によるタイル剛性を評価したＦＥＭ解析モデルにより、架構の応力、変位の検討を行っている。
